


















































































































































































We’ve also e

t frontline health workers. We must reinforce health systems so that they don’t get 

That’s going to take money. We reckon in total, the countries where the Gl

with Japan’s support and leadership, stepped up in the fight the last big 













日
本
の
師
範
学
校
と

K
O

B
A

N
（
交
番
）
を
両
輪
に

 

・
小
学
校

万
人
、
中
学

万
人
、
高

校
１
億

万
人
が
学
校
に
通
え
な
い

・
世
界
の
半
分
以
上
の
子
ど
も
が
基
本
的
な

読
み
書
き
が
で
き
な
い

　
億

万
人
の
小
学
学
齢
児
（
全
体
の

）
、

 
億

万
人
の
中
学
学
齢
児

（
同

国
際
機
関

民
間
・
学
界

日
本
リ
ザ
ル
ツ

国
際
機
関
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

ア
カ
デ
ミ
ア
等
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

 

師
範
学
校

 

交
番

 

紛
争
、
平
和
＝
安
心
で
き
る
社
会
が
大
前
提

交
番
は
明
治
７

年
、
警
視
庁
創
立
時
に
設
置
　

警
察
官
が

時
間
、
地
域
の
安
全
を
守
る
日
本
独
自
制
度

教
育
は
国
づ
く
り
の
基
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
魚
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
魚
を
釣
る
方
法
を
」
＝
継
続

 
教
育
の
質
が
重
要

…
教
科
書
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
員
養
成

 
教
育
者
を
育
て
る
教
官
を
養
成
す
る
学
校
を
（
学
費
無
料
）

 
教
師
に
な
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
（
生
活
保
障
）

 
女
性
の
教
員
養
成
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
を

 

令
和
２
年
６
月
５
日
作
成
　
日
本
リ
ザ
ル
ツ
　
連
絡
先
　
杉
浦
美
香
　

 
 

コ
ロ
ナ
、
次
な
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

「
教
育
こ
そ
が
ワ
ク
チ
ン
」

 
参
考
資
料

 

世
界
の
教
育
開
発
の
現
状

 

公
文
、

さ
く
ら
社
他

 

・
明
治
５

年
、
教
員
の
養
成
の
た
め
官
立
の
師
範
学
校
、

　
後
に
公
立
師
範
学
校
を
創
設
。

　
卒
業
生
を
教
師
と
し
て
小
学
校
へ
派
遣

・
明
治

年
に
、
森
有
礼
文
部
大
臣
が
「
師
範
学
校
令
」
公
布
。

保
健
、
衛
生
教
育
の
拠
点
に
転
換
も
可
能

 

東
京
文
理
科
大
学
附
置
東
京
高
等
師
範
学
校
　

か
ら

 

教
師
と
治
安
当
局

（
お
ま
わ
り
さ
ん
）
が

重
要

 
　
例
　
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
　

事
業
　

年
に
導
入

犯
罪
率
低
下
、
地
域
住
民
の
安
心
に
貢
献
　



















4





















FOOD SYSTEMS
 FOR NUTRITION P R E - N 4 G  

C R O S S - S E C T O R  
M E E T I N G

栄養のためのフードシステム（仮）

2020年9月9日 ㊌ 8:00–11:00 JST | 12:00–15:00 BST | 7:00–10:00 EST

所 要 時 間 3 時間（オンラインミーティング形式）

パ ネ ル  政府、大学、企業、寄付団体など、栄養に関わるステークホルダーから構成 
（Nature Research 編集者を含む）

講 演 構 成  全体会議（1時間）：本会の目的、今後の活動の説明、各分科会の紹介 
分 科 会（1時間）：分科会ごとにディスカッションを実施 
全体会議（1時間）：各分科会から全参加者への情報共有

分科会テーマ 健康のための栄養（N4H）/栄養のためのビジネス（B4N）/N4HとB4Nを支援するための政策
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GGG+（日本リザルツ） salesadministration@nature.com
主 催 共 催 お問い合わせ
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世界的に普及している現在のフードシステムは、こうした基本的なニーズを十分に満た

していません。シュプリンガー・ネイチャーとGGG+は、栄養不良という世界的な課題

に取り組む東京栄養サミットの趣旨に賛同し、東京栄養サミットへの情報提供を目的と

する2つのイベントを開催します。

第 1 回  フードシステム関係者と専門家による有識者会議｜2020.9.9

第 2 回  東京栄養サミットのプレイベントを開催｜2021.12（予定）

フードシステムシステムに関わる広範囲のオピニオンリーダーを集結し、 
課題に関する共通理解に基づくディスカッションの礎を築くことを目的としています。

•  世界的な栄養不良の重要課題を特定、 
食事に関連する疾患に取り組むためのフードシステムの糸口を特定

•  栄養を起点としたフードコミュニティの利害関係者の関心と役割を模索

•  飢餓の撲滅と栄養不良の根絶に向けて、 
注力すべき課題の特定と政治経済面の利点についての対話を深める

FOOD SYSTEMS 
FOR NUTRITION
PRE-N4G CROSS-SECTOR MEETING

栄養のための
フードシステム（仮）
2020年9月9日㊌

健康的で栄養価の高い 
食事を手頃な価格で 
手に入れる

参考資料の出版 Nature Outlook on Sustainable Nutrition
（第1回有識者会議のレポートを同時出版）

salesadministration@nature.com
主 催 共 催 お問い合わせ

GGG+（日本リザルツ）



















栄養サミットに向けた提言

King’s College London 
渋谷　健司

提言

 1

細分化された食と医療を、「社会システム」として包括的に統合を促すことはできないか。
「 ＋」という概念で、食・栄養を基盤とした一人一人の幸せを追求できないか。
過去の延長戦ではなく、エビデンスを強化し日本の経験を持続可能なモデルとして発展させる努力が
必要ではないか。
我が国の業界及び世界への新たなビジョンとロードマップを打ち出すことはできないか。

基本的考え方

外務省資料より

我が国の栄養に対す
る国内外での取り組
みをパッケージとし
て発信

過去の取り組み：
国民健康・栄養調
査、学校給食、栄
養士の育成、母子
健康手帳を用いた
栄養指導、等
近年の取り組み：
生活習慣病に対す
る法的枠組みを含
む取り組み、食育、
健康経営、「食と
栄養のアフリカ・
イニシアチブ
（ ）、栄養
改善事業推進プラッ
トフォーム
（ 」、等

外務省資料を補完すべき考え方について

我が国の栄養に対する取り組みを精査し、未来に向けたビジョンと今すべきことを提案

すべての国が実現可能な次世代型の栄養改善行動指針を作成：人間開発を中心とした「潜在能力」
や「個人の選択」が可能な社会システムの提案
多くの国で低栄養と過栄養が混在。貧困層ほど大きな課題となっている。
各国の状況（社会、経済、制度、インフラ、文化）は多様。持続的に栄養改善を行うためには、

の施策は困難。各ステークホルダーやセクターの意味ある連携構築の推進がカ
ギ。平均値を基にした政策立案からの脱却（格差や個別化重視）。

日本がソートリーダーとして果たすべき領域の特定：「未病」コンセプトをいかに具体的に説得力
を持つサイエンスとして確立できるか？
個別化対応が可能な社会システム、技術開発、 支援を加速。
健康長寿にむけた食と医療の融合の中での栄養の位置付けを明確化。

な政策立案のための 原則：プライバシーを担保しながら に分析可能
なシステムの構築
誰もがアクセス可能な食周辺データ環境の整備（医療、栄養、マーケットデータの融合）。

日本を先進事例に：人と地球が持続可能なシステムを整備（ から へ）
ネットワーク型のシステム（農業、流通、医療）。
フードロス フードウエイスト対策。
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東京サミット での主な施策の例
①「未病」＝「予測予防」、②予測予防では「食と栄養」が最も重要、③栄養サミットでの発信

セクターを超えた包括的対応
各国の実情にあった食と栄養関連キャパの構築支援。栄養の重要性を全ての関係者が理解。
サプリを含めた栄養・健康補助食品の質に関する国際基準を推進 日本では質が担保されてい
ない。米国や などでは厳しい基準がある）。
２と関連して新たなエビデンスの創出（特に、予測予防への食と栄養の関与に関して）。

個に対応可能な
システム形成

個に対応可能な
イノベーション

個に対応可能な
幸せ支援

食と栄養を「予測予防」のコアに
「未病」を具体的にはゲノムや最新科学を活用した「予測予防」と考えることで、食事や栄養
改善、ゲノム編集など個別化対応による疾病予防が可能となるのではないか。
腸内細菌や分子栄養学など新領域におけるサイエンスの推進。
平均的な食事・栄養指導からの脱却。

食の社会性の啓発
各国の文化や生活スタイルにあった健康的な食事の普及支援（個別化・テクノロジーの活用）
エビデンスのある予防事例を世界的に発信する。例：「うまみでおいしい減塩」（味を維持し
ながら減塩、 への誤解を払拭）などの具体的事例を政府レベルで発信。
健康経営などを通じての産業界の巻き込みを推進。 とのシナジー。

食と栄養を人間開発のアジェンダに：平均値から個別化へ、 から へ、グローバルからローカルへ

 3

日本発うまみ成分による減塩効果の推計
健康日本 （第 次）の目標値 は充分に達成可能
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シナリオ 　スープ由来食塩の 、加工肉由来食塩の カットの減塩シナリオ
シナリオ 　ケース に加え、醤油由来食塩の カットの減塩シナリオ

うまみ代替により、成
人の１日あたり食塩摂
取量は、少なくともで
の減少が見込める。

全国平均では健康日本
（第 次）の目標値

を達成可能。
この推計は「スープ」、
「加工肉」、「醤油」
におけるうまみ代替の
みに基づく。「穀物」
や「漬物」などの減塩
も考慮出来れば、さら
に大きな減塩効果が見
込める。

国民健康・栄養調査（ 年 のオープンデータを使用し、総食塩摂取量
を推定する数理モデルを、利用可能な食品 項目（大・中・小分類含む）

の、摂取量の集約データから構築
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